
WISS 2025

ペンさく：描いて探すことで深まるペンギン観察手法と
水族館来訪者を対象とした実証実験
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概要. 動物園や水族館では複数の個体が同時に展示されることが多く，来訪者の観察は全体を眺めるにと
どまりやすい．特にペンギンは数十羽単位で飼育されることが一般的であり，一部の施設では個体名を付け
て一覧掲示を行うなど，個体に着目した観察を促す工夫がなされている．個体識別することがその個体へ
の共感につながることは示されているものの，実際に観察中の個体と掲示情報を結びつけるのは容易では
ない．そこで我々はこれまで，腹部模様を描画して個体を検索できるシステムを提案し，その有用性を検証
してきた．本研究では，実環境におけるシステムの効果を検証するため，都市型水族館で一般来訪者を対象
とした実証実験を実施した．また実験にあたり，新たに個体情報を一覧できる図鑑機能と観察履歴を保存で
きるアルバム機能を追加した．実験の結果，個体名を用いた会話や模様の違いへの気づき，展示前での滞在
時間の増加が確認され，主体的な観察や動物への関心を高める有効性が示唆された．

1 はじめに
水族館や動物園は，多くの人々にとってレジャー

の場として楽しまれる一方，教育・研究・保全といっ
た社会的役割を担う重要な施設である [15]．来訪者
はそこでの体験を通じて動物への理解や保全意識，
自然とのつながりを深めることが期待される [11, 3]．
しかし，水族館や動物園では複数の個体を同時に

展示することが一般的であるため，来訪者の観察は
展示全体を俯瞰してに眺めるだけにとどまりやすい．
この課題に対応するため，多くの施設では個体に名
前を付け，性格や特徴を紹介する掲示を設置するな
ど，来訪者が個体に着目できるような工夫を行って
いる．こうした個体に対する工夫は，ライオンやカ
バ，アシカやタコといったように少数で展示されて
いる動物に対しては有効に働くが，数十頭，数十羽
規模で飼育・展示するような動物の場合は効果が薄
れてしまう．
本研究で扱うペンギンは，数十羽規模で飼育・展示

されることが多く，来訪者の観察は俯瞰的なものに
なりやすい．こうした問題に対し，多くの施設では
フリッパーバンドや名前による個体識別をして，個
体一覧や相関図を掲示するなどの展示の工夫を行っ
ている．この個体に着目した情報の提示は，リピー
ターを増やすことにも繋がっており，推しペンギン
などの言葉もうまれている．また，イルカにおいて
は個体を識別することがその個体に対する共感や保
全意識の高まりにつながることが明らかになってい
る [30]ため，個体識別を容易化することは重要であ
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ると考えられる．一方で，既存のフリッパーバンド
による識別には，視認性の低さや個体への負担の課
題があることに加え，来訪者が観察中の目の前の個
体とその情報を直接結びつけることは容易ではない．
我々はこれまで，ペンギンの腹部斑点模様に注目

し，来訪者がその模様を描画することで個体を検索
可能とする手法を提案・実装し，有用性を示してき
た [26]．しかし，これまでの研究は大学生を対象と
した小規模な実験であり，実際の水族館の一般来訪
者における有用性は十分に検証されていなかった．
また，検索対象となる個体数にも制限があった．
そこで本研究では，都市型水族館であるサンシャ

イン水族館とともに研究を進め，一般来訪者を対象
に実証実験を行い，実環境におけるシステムの有用
性および他の施設への導入可能性を検証する．実験
にあたり，水族館で飼育されている全個体をシステ
ム上で検索対象とした．また，子どもを含む幅広い
年代の来訪者の利用を想定し，ユーザインタフェー
スをわかりやすいものに再設計した．さらに，シス
テムの利用モチベーション向上のために，個体情報
を一覧できる図鑑機能と，過去に描画・検索した個
体を保存し閲覧できるアルバム機能を追加した．こ
れらの改良を施したシステム「ペンさく」を用いて，
サンシャイン水族館にて 6日間の実証実験を実施し，
来訪者の観察行動に与える影響を考察する．

2 関連研究
2.1 動物園・水族館の役割について
動物園や水族館は単なる娯楽施設ではなく，さま

ざまな役割を担う施設へと発展してきた [23, 31, 32]．
現在では，娯楽・教育・保全・研究の 4つの目的の
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もと運営されており [15]，5つ目の柱として福祉や
ウェルビーイングを位置づける必要性も議論されて
いる [14]．また，娯楽についても消費的な楽しみだ
けでなく，動物への共感を促すエンゲージメントと
して再定義すべきとの議論もある [29]．
こうした施設への訪問が来訪者に与える影響は，

多くの研究で報告されている．例えば，動物園や水
族館への訪問が保全に関する知識や自己効力感，行
動意欲の向上につながることや [6, 21]，大人の来園
者の保全に対する態度と理解にも影響を与えること
が明らかになっている [11]．さらに，Jensenら [16]
は訪問によって得られた生物多様性に関する学習成
果が訪問後も長期にわたって持続する可能性がある
ことを示しており，Bruniら [3]は動物園体験が自然
とのつながりを潜在的に促進することを述べている．
一方で，これらの教育的効果や態度変容が時間と

ともに薄れることや実際の行動変容にはつながらな
いという指摘 [1]もある．Malamudら [19]は態度
変容や教育，保全への関心促進への説得力のある証
拠が存在しないと主張しており，来訪者の体験の効
果を高めるためには，展示手法や教育プログラムに
対する工夫が求められている．
本研究では，ペンギンをただ眺めるだけの鑑賞に

とどまらず，個体に着目して観察する体験を提供す
ることで来訪者の学びや意識の変容を促すことを目
指している．ペンギンの腹部模様を描いて個体を識
別するという手法を通じて，来訪者により深い観察
を促し，動物への興味や共感，学びにつながる新た
なアプローチを提案する．

2.2 動物園の来園者に関する研究
動物園や水族館の来訪者は，娯楽や癒しといった

目的に加え [24, 5]，教育的な体験を求めて訪れる場
合も多い [33, 2]．実際，Davey[9]は来園者の主要
な訪問動機として教育と珍しい動物の観察を挙げて
おり，来園者は一般市民や学生に比べて動物園や飼
育動物に対して肯定的な認識を持つことが示されて
いる．また，Packer[28]は，来訪者が学ぶことを意
図していなくても，学習体験に引き込まれたり，無
意識的に学びを求めたりすることを示している．
特に，参加型展示や自然に近い環境での展示は，

来訪者の滞在時間や関心の向上につながることが示
されている [12, 22]．さらに，展示に教育的な介入を
組み合わせることで，知識の習得や理解に寄与する
ことが明らかになっている [8, 34]．また，来訪者が
施設の動物や展示に対して抱く肯定的な認識がもっ
と学びたいという意欲につながることや，動物との
インタラクティブな体験を通じて学習効果が高まる
ことも指摘されている [13, 7]．さらに動物への共感
は保全行動の変容にも結びつく可能性を持つ [5, 35]．
このように，動物園や水族館での学習や保全意識を
高めるためには，教育的な介入や展示環境の工夫を

して，動物への関心や共感を高めることが重要であ
るといえる．
Luebkeら [18]は，動物を見る際の情緒的な反応

が来訪者の感じる楽しさと強く関連していることを
示している．Lucardie[17]は，楽しさや喜びが記憶
や学習の効果を高めることを明らかにしており，来
訪者の楽しみを引き出し，関心や学習効果を高める
仕組みが求められる．
本研究では，ペンギンの模様を自ら描いて検索す

るという能動的かつインタラクティブな観察手法を
用いている．個体ごとの特徴に着目し，その違いを
確かめたり，個体情報を検索したりすることで来訪
者の気づきや理解が促進され，動物への関心や共感
につながると考えられる．

2.3 生き物の個体識別に関する研究
種の適切な管理や野生動物管理のため，動物の個

体識別が行われている．Burghardtら [4]は，野生
のアフリカペンギンの集団の管理や保全などを目的
として，腹部模様の映像からリアルタイムに個体識
別するプロトタイプシステムを開発している．また，
RGB画像による外見ベースのペンギン検出と，ハ
イパースペクトル情報によるスペクトルベースの個
体識別を組み合わせた手法により，ペンギンの群れ
画像から個体を識別するシステムも提案されている
[27]．
他にも，個体数把握や行動研究などを目的とし

て，ヒレなどの傷跡からアシカの個体を識別する手
法 [20]や，深度画像を用いたニワトリの個体識別手
法 [36]が提案されている．Duyckら [10]は生態系
の監視や保全のために，動物の個体識別をする画像
検索システムを開発している．このように，個体固
有の模様などの特徴を用いて画像から識別した研究
は多く行われている．
一方で，本研究はユーザが能動的に観察し，描い

た斑点描画の特徴から個体を識別することを目指し
ており，ユーザの描画には曖昧性やばらつきがある
ため単純な画像処理での認識ではなく，人の描画特
性を考慮した類似度判定が必要となる．

3 システムデザイン
3.1 システム設計
本研究では，実際の水族館での一般利用を考慮し，

以下の必要要件を考慮してシステムを設計した．
• 観察中の個体の特定ニーズ：サンシャイン水
族館には，個体の名前を確認する手段がなく，
来訪者は観察している個体とその情報を結び
つけにくい状況にあった．そこで，腹部模様
を描画して検索する機能を主とし，観察対象
の個体を特定できる仕組みを実現する．

• 幅広い来訪者への対応：小さな子どもでも使
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えるよう，描画インタフェースやボタン表記
はひらがなを用いる必要がある．

• 検索網羅性の確保：過去の研究では，システ
ム上で対象とする個体数が限られていた．本
研究では水族館からすべての個体情報を提供
してもらい，全 47羽を検索対象とする．

• 個体情報へのアクセス性：描画が難しい場合
にも個体情報にアクセスできるようにするた
め，サンシャイン水族館のすべてのペンギン
を一覧で把握可能とする．サンシャイン水族
館では草原・天空・バックヤードの 3エリア
にペンギンが分かれているが，図鑑機能では
来訪者が直接観察できないバックヤード個体
も含めて一覧化する．

• 来館時以外の利用ニーズ：館内で観察するだ
けでなく，自宅や他の場面でもペンギンの情
報を参照したい来訪者のために，アルバム機
能を導入する．これにより，利用者は過去に
描画・検索したペンギンの情報を保存し，過
去の観察の振り返りや，思い出としての閲覧
が可能となる．

なお，基本的な描画インタフェースと検索アルゴ
リズムは，我々のこれまでの研究 [26, 37]に基づい
ている．

3.2 検索用データセット構築
本研究では，サンシャイン水族館で飼育されてい

るケープペンギン全 47羽を対象に検索用データセッ
トを構築した．各個体の正面写真を提示し，20～24
歳の大学生・大学院生 30名（男性 21名，女性 9名）
に腹部模様を描画してもらい，その描画データから
テンプレートデータを作成した．これは，ひとによ
る描画のばらつきを抑えるとともに，検索時にユー
ザ描画との類似度を算出し，個体を推定する際の基
準として用いるものである．得られた描画は先行研
究 [26]と同様に腹部を 3× 3に分割してベクトル化
し，個体ごとに平均をとることで検索に用いるテン
プレートデータとした．

3.3 システム概要
3.1節の要件をもとに，システム「ペンさく」を

実装した．ペンさくは以下の画面群によって構成さ
れている．

• ホーム画面：ユーザはログインまたはゲスト
として利用を選択し，「おえかき」ボタンから
描画を開始することができる．ログインして
利用することで，アルバム機能が利用可能と
なる（図 1左上）．

• 描画画面：展示中のペンギンを観察しながら，
腹部模様を描画する．なお，障害物やペンギ

図 1. ペンさくの各画面の UI：上から順に，ホーム・描画，
検索結果・個体詳細，図鑑・アルバム画面
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ンの動きなどにより腹部の一部が観察できな
い場合は「みえないところ」として領域を指定
することができる．ここで指定された領域は
検索における類似度計算から除外される．描
画が終了し「かんせい」ボタンを押すと，検
索結果画面に遷移する（図 1右上）．

• 検索結果画面：描画が完了すると，入力され
た模様とテンプレートデータとの類似度に基
づき，候補となるペンギンがランキング形式
で提示される（図 1左中央）．

• 個体詳細画面：検索結果から特定の個体を選
択すると，その個体の画像・名前・バンド色・
プロフィール情報などを閲覧できる．観察し
ていた個体と一致していた場合，「この子だっ
た！」ボタンを押すと描画データがデータベー
スに送信され，ユーザのアルバムにも記録さ
れる（図 1右中央）．

• 図鑑画面：サンシャイン水族館で飼育されて
いるすべてのペンギンを一覧形式で閲覧する
ことができる．各個体の顔画像をクリックす
ると，その個体の画像・名前・バンド色・プ
ロフィール情報を表示するモーダルウィンド
ウが開く（図 1左下）．

• アルバム画面：ログイン状態のユーザは，過
去に描画・検索したペンギンの描画データ，該
当個体の画像，検索日時を記録・閲覧できる．
アルバムはホーム画面からアクセス可能であ
り，再訪時の振り返りや思い出として活用で
きる（図 1右下）．

また，ユーザはホーム画面・描画画面・図鑑画面
をヘッダーのナビゲーションメニューから自由に遷
移することができる．
本システム「ペンさく1」はフロントエンドをJava

ScriptのフレームワークであるVue.js，バックエン
ドを PHPで実装し，データベースとしてMySQL
を使用して実装した．

4 実証実験
本研究では，システム「ペンさく」を用いてペン

ギンの腹部模様を描画しながら個体を検索すること
が，来訪者の観察行動にどのような影響を与えるか
を調査するため，サンシャイン水族館にて実証実験
を実施した．
実験期間は 2024年 10月 15日（火）～21日（月）

のうち，19日（土）を除く計 6日間であった．実験
はペンギン展示場「草原エリア」および「天空エリ
ア」にて行い，来訪者が自然にシステムにアクセス
できるよう，それぞれの展示前にペンさくの説明と
1 https://pensaku.com/

図 2. 掲示物の例（左から草原エリア，天空エリア）

図 3. 実験の様子

QRコードを記載した掲示物（図 2）を設置した．実
験の様子を図 3に示す．
実験期間中，掲示物は常時掲示し，QRコードを

読み込んだ来訪者が自身のスマートフォンからシス
テムにアクセスできるようにした．また，必要に応
じて掲示物を読んでいる来訪者に対して実験者が声
をかけ，システムの概要や使い方について口頭で説
明を行う場面もあった．
実験中は 3名の実験者が毎日 10:00～16:00に展

示場周辺に待機し，来訪者の行動を観察した．主に，
掲示物を読む様子，QRコードを読み込む様子，シ
ステムを操作している様子などを対象とし，観察さ
れた行動や発話内容は逐次メモとして記録した．

5 結果と考察
5.1 ペンさく利用者の概要
実験期間中，実験者が展示場にて観察・記録した来

訪者の行動メモをもとに，筆頭著者が観察および発
話の特徴を集計した．行動メモの総文字数は 13,222
字であった．行動メモからペンさく利用者の数を曜
日別・使用形態別にまとめたものを表 1に，年代別・
性別にまとめたものを表 2に示す．
実験では多くの来訪者が展示前の掲示物を興味深



ペンさく：描いて探すことで深まるペンギン観察手法と水族館来訪者を対象とした実証実験

く読み，QRコードを通じてシステムにアクセスす
る様子が確認された．6日間の実験期間中，記録で
きた範囲で 167組 271名がペンさくを利用してい
た．ペンさくの使用形態については，複数人で 1つ
の端末を用いて使用していた来訪者が 79組と最も
多かった．特に子連れの親子が，親の端末を使って
一緒に描画している様子が数多く確認できた．また，
水族館の来訪者が多くなる週末から月曜にかけて利
用者が増加する傾向がみられ，最終日には 1日で 55
組が利用していた．年代別では，小学生を中心とす
る 10歳以下が最も多く 78名，次いで 20代が 80名，
30代が 44名と，全体として子どもとその保護者を
中心とした幅広い年齢層の来訪者が利用していた．
ペンさくのホーム画面に設置した任意回答形式の

アンケートには 11名の回答が得られた．回答者の
多くはリピーター層であり，ペンギンへの好感度が
高い来訪者であった．訪問目的は「子どものため」
が最多で，1人や家族連れが中心であった．また，ぽ
てとや武蔵など具体的な個体名を覚えたことが報告
された．

5.2 コミュニケーションの促進
ペンさくの利用者からは，ペンギンの個体名を用

いた会話が頻繁にみられた．サンシャイン水族館で
はこれまで個体名を来訪者が直接確認する手段がな
かったが，ペンさくを通じて名前を検索できること
で「この子はぽてとだった」「オレライムは点が多
いな」など，個体名を介した会話が発生していた．
特に，親がスマートフォンを操作しながら子ども

に描画を促す協調的な利用が多く観察された．兄弟
間で端末を交代しながら利用する様子や，同行者と
検索結果を互いに見せ合いながら話し合う姿も記録
され，個体を中心とした自然なコミュニケーション
が促進されていた．

5.3 観察の変化
ペンさくの利用により，個体ごとの違いに着目し

た観察が促されていた．描画を通じて腹部模様の特
徴に気づき，「この子は点が多い」「模様が違うの知
らなかった」といった発話が多く確認された．また，
「似たような柄の子がいる」「ペアのペンギンも見つ
けた！」といった反応もあり，個体間の関係性を考
察する姿勢がみられた．
さらに，ペンさくを利用した来訪者は他の来訪者

と比較して展示前での滞在時間が増加していた．実
際に，「これ見てると時間経っちゃう」といった発話に
加えて，子どもが夢中で描画に取り組む様子や，そ
の結果親が何度もそろそろ移動しようと促す場面も
観察され，観察体験の継続性が高まっていた．滞在
時間は動物への関心度を測る指標とされており [25]，
この結果はペンギンへの興味関心の高まりを示すも
のといえる．

表 1. 使用形態別の利用組数（組）

使用形態 火～金 日・月 合計
1人 16 17 33
複数人・1端末 28 51 79
複数人・複数端末 25 30 55
合計 69 98 167

表 2. 年代・性別別の利用者数（人）

年代区分 男 女 合計
∼10歳 36 42 78
∼20歳 2 4 6
∼30歳 35 45 80
∼40歳 15 29 44
∼50歳 15 22 37
∼60歳 9 11 20
60歳∼ 1 4 5
合計 113 157 271

5.4 興味・親しみの形成
ペンさくを利用した来訪者のペンギンへの関心や

親しみが強まる様子も観察された．アンケートには
「今まで名前が分からなかったから嬉しい」「ペンギ
ンファンとしても楽しい経験ができた」といった好
意的な意見が多数寄せられた．また，検索結果をス
クリーンショットで保存したり，腹部以外の余白に
自分なりの観察結果を残すコメントを書いたりと，
システムを拡張した自主的な観察行動をとっている
来訪者も確認できた（図 4）．また，図鑑機能には
草原や天空に加えてバックヤードで飼育されている
個体も含めて一覧できるようにしたことで，来訪者
のニーズに応えると同時に，展示では見られない個
体への理解や愛着を広げる役割も果たしていた．
さらに，個体情報から「誕生日が近い」といった

ように自己との関係性を見出し親近感を示す来訪者
もいた．一度検索した個体を覚えて，後に再び探そ
うとする子どもの姿も確認され，ペンギンへの親し
みや愛着につながっていた．これらは，ペンギンを
単なる展示対象ではなく関係性のある存在として認
識するきっかけとなっていたと考えられる．

図 4. 応用的な描画の例
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5.5 課題
実験では，掲示を読んでもシステムにアクセスし

ない来訪者が数多くおり，高齢者や外国人来訪者で
はスマートフォン操作や言語が障壁となった可能性
がある．また，「模様が見えない」「動いてしまって
描きづらい」といった声があり，観察環境による制
約があった．現状では見えない部分を除外する機能
を備えているが，さらなる工夫が求められる．
検索精度に関しては，個体を特定できない事例や

「当たらない」という指摘があったため，検索アル
ゴリズムやテンプレートデータの改善により検索精
度を向上させることが必要である．本研究のデータ
セットは静止画を用いた描画タスクによって構築さ
れており，実際の観察環境で見られるようなペンギ
ンの動きや部分的に見えない状況は十分に考慮され
ていない．そのため，動画を用いた描画タスクや，
多様な観察条件を含むデータ収集を行い，実環境に
適したテンプレート構築をする必要がある．
さらに，一部の子どもからはペンギンを観察せず

に画面を塗りつぶすなど自由な落書きとして利用す
る姿もみられた（図 5）．このような利用は，観察支
援という本来の目的から離れてしまう可能性がある
ため，観察を自然に促す仕組みが必要と考えられる．

5.6 他施設への導入可能性
本システムは，サンシャイン水族館における実証

実験を通じて有用性を確認した．今後，他の水族館
や動物園に導入するためには，まず施設ごとの個体
情報（名前，バンド色，性別，説明など）の整備が
不可欠である．特に誕生日については来訪者の反応
が大きく，親近感や関係性を感じるきっかけとなっ
ていため，他施設での活用においても積極的に取り
入れるべきである．
また，本研究ではバックヤードを含む全個体を閲

覧できる図鑑機能を実装した．図鑑に対する肯定的
な反応が多く得られ，他施設で導入する際にも効果
的であると考えられる．
導入にあたり必要な作業は，これら基本情報の整

理に加え，検索のためのデータセットの構築が必要
であり，個体の写真撮影や模様の特徴をもとにした
テンプレートデータの作成を行う必要がある．本研
究では大学生を対象とした描画タスクによってテン
プレートを作成したが，今後は効率的な収集方法を
検討する必要がある．
これらの準備を整えることで，本システムは他施

設にも導入可能であり，来訪者の観察行動や意識変
容を支援する仕組みとして活用できると考えられる．

5.7 今後の展望
今後は，検索精度の向上に向けてアルゴリズムや

テンプレートデータを改良するとともに，外国語対
応やユーザインタフェースの改善を進めていく．ま

図 5. 模様に基づかない自由描画の例

た，システム上で描画・検索・閲覧のログを記録・分
析し，来訪者行動をより詳細に把握する予定である．
さらに，本実験は短期間の実施であったため，今

後は長期的な運用を通じて継続的な利用や利用者の
行動変容に与える影響を検証する．また，他の施設
での実証に向けた計画も進めており，他の水族館へ
の展開を通じて異なる来訪者層や施設環境における
有用性を評価する予定である．将来的には教育や福
祉との連携を視野に入れた実装を進めていく．

6 おわりに
本研究は，水族館の来訪者にペンギンの個体に着

目した観察を促すため，ペンギンの腹部模様の描画
から個体を検索するシステム「ペンさく」を開発し，
水族館における実証実験からシステムが人の観察行
動に与える影響を調査した．その結果 6日間の実験
期間中，167組 271名がシステムを利用し，同行者
とのコミュニケーションの促進や，個体に焦点を当
てた観察が促される様子が確認された．展示前での
滞在時間の増加や，個体名を通じた興味・親しみの
高まりも見られ，観察体験を豊かにする効果が示さ
れた．
また，サンシャイン水族館と連携し，実際の飼育

個体すべてを対象とした検索や図鑑機能を来訪者が
自由にアクセスできる利用形態を整え，より広く水
族館・動物園で資する仕組みづくりの第一段階を示
した．今後は，検索精度の改善をしたうえで，シス
テムの長期的な運用や，複数施設での実証実験を行
い，異なる環境におけるシステムの有用性や観察の
継続性について詳細な調査をしていく．
さらに本研究は，動物観察における主体性や関心

を高める新たな支援のあり方を提示し，水族館にお
ける教育・福祉的価値の向上につながる仕組みへと
発展させていくことを目指す．来訪者が自ら個体を
識別し，その違いや特徴に気づく体験は，単なる観
賞を超えて動物との関係性を築くきっかけとなる．
また，来訪者による個体の観察結果を施設と共有す
る仕組みが実現すれば，飼育者だけでは把握しきれ
ない異常や変化を早期に察知し，動物の健康や福祉
の向上に役立つ可能性がある．こうした経験は来訪
者にとっても学びや保全に対する参加意識を育み，
動物園・水族館の役割に貢献すると考えられる．
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未来ビジョン

本研究は，来訪者の観察体験を技術によって
拡張するだけでなく，動物園・水族館の重要な
役割である教育や動物福祉意識の向上に寄与
する点で意義を持つ．来訪者が自らペンギンを
「個体」として識別する体験を通じて観察行動
や理解がどのように変化するかを明らかにし，
教育・福祉・エンタテインメントを横断する新
たな動物との関わり方を提案する．
今後はまず，来訪者の行動変容や理解の深ま
りを定量的に捉える評価指標を確立し，展示
設計や福祉評価の基盤的知見を提供すること
を目指す．例えば，来訪者による個体の観察記
録が，飼育担当者にとって異常行動や健康状態
の兆候を早期に把握する手がかりとなるなど，
展示環境や飼育管理の改善に結びつく可能性
を探る．さらに，来訪者による個体観察の深さ
や持続性を動物福祉を考慮した展示評価の新

たな指標として位置づけることにより，展示設
計や施設運営に新しい視点を提供できると考
える．
また本手法は，個体ごとに視覚的特徴を有す
る他種にも展開可能であり，より良い観察行動
への変容を促す一般的アプローチとしての応
用可能性も見込まれる．
本研究の取り組みは，レジャーとしての目的
だけでない動物園・水族館における展示・教育・
研究のあり方を再定義する一助となることが
期待される．将来的に多くの施設で導入される
ことで，来訪者の観察行動や学びを広く比較・
分析できる基盤が整い，楽しみながら学べる仕
組みとして社会に定着していくことを目指す．


